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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 13,022 7.4 △156 － △95 － △134 －

2024年３月期第１四半期 12,127 △7.2 △163 － △162 － △119 －

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 157百万円（35.7％） 2024年３月期第１四半期 115百万円（△73.0％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 △20.11 －

2024年３月期第１四半期 △17.86 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第１四半期 72,283 27,020 37.4 4,036.44

2024年３月期 75,085 26,863 35.8 4,012.92

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 27,020百万円 2024年３月期 26,863百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

 第２四半期（累計） 26,000 7.1 △200 － △300 － △200 － △29.88

通期 54,000 5.0 300 － 150 － 100 △93.5 14.94

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 6,700,000株 2024年３月期 6,700,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 5,899株 2024年３月期 5,862株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 6,694,126株 2024年３月期１Ｑ 6,694,322株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断
する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は
様々な原因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意
事項等については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類に移行し

たことによるサービス消費の回復やインバウンド消費の拡大など、全体としては緩やかな回復基調が継続しまし

た。一方で、世界経済は、ウクライナ情勢の緊迫化や中東地域での紛争拡大懸念などの地政学的リスクの高まりな

どを背景とした世界的なインフレの進行や各国での金融引き締め政策などが影響し、個人消費が堅調な米国などの

一部の国を除き、景気下押しの圧力が強まりました。とりわけ、ゼロコロナ政策の解除で一時的に持ち直しの動き

があった中国では不動産市場の低迷などを背景に個人消費が減少するなどの景気減速傾向が続いており、先行きに

対する不透明感はより一層増す状況となっております。

ステンレス業界におきましては、当社グループの主要取引先である自動車関連産業において、自動車生産台数は

回復傾向にあるものの、自動車メーカーの検査適合性等に関する再検証や中国の景気減速などに加え、特に中国市

場での中国現地メーカーEVの急速な普及に伴う日本車の販売不振による影響を受けて需要回復の遅れが続く状況下

で、原材料、エネルギー、副資材、物流などの諸コストが高止まりする厳しい事業環境が継続しています。

このような状況のもと、当社グループは、原材料、エネルギーなどの諸コスト上昇を反映させた販売価格の是

正、徹底したコストダウン、生産効率の改善、品質改善などの全社的な収益改善活動による生産コストの低減に取

り組み、販売価格の改善などを進めたものの、生産数量の低位継続による固定費負担の影響をカバーするには至っ

ておりません。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は前年同期比895百万円（7.4％）増収の13,022百万円となりまし

た。損益面につきましては、営業損益は156百万円の損失（前年同期は163百万円の損失）、経常損益は95百万円の

損失（前年同期は162百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損益は134百万円の損失（前年同期は119百

万円の損失）となりました。

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。

① みがき帯鋼事業

みがき帯鋼事業におきましては、主力製品である自動車関連用途では、国内での自動車メーカーの検査適合性等

に関する再検証、中国市場での中国現地メーカーEVの急速な普及に伴う日本車の販売不振などの影響があったもの

の、当社のサプライチェーン間での在庫調整局面が終了し、直前期比では受注数量が回復傾向となったことに加

え、電池関連用途などの需要が回復したことで、当第１四半期連結累計期間のみがき帯鋼事業の売上高は、前年同

期比923百万円（9.6％）増収の10,528百万円、営業損益は91百万円の利益（前年同期は17百万円の損失）となりま

した。

② 加工品事業

加工品事業におきましては、岐阜工場取扱製品では、自動車関連用途や文具関連用途などが低迷し、福島工場取

扱製品では、主力製品である自動車駆動部品用高精度異形鋼や建築関連用途などが減少したため、当第１四半期連

結累計期間の加工品事業の売上高は、前年同期比28百万円（1.1％）減収の2,494百万円、営業利益は前年同期比

114百万円（76.9%）減益の34百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ2,801百万円減少の72,283百万円となりまし

た。

流動資産は、2,876百万円減少の39,675百万円となりました。これは主に、現金及び預金が2,248百万円、売上債

権が405百万円、棚卸資産が171百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

固定資産は、74百万円増加の32,608百万円となりました。これは主に、有形固定資産が195百万円、投資その他

の資産のその他に含まれている繰延税金資産が25百万円それぞれ減少した一方で、投資有価証券が293百万円増加

したこと等によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比べ2,958百万円減少の45,263百万円となりました。

流動負債は、1,805百万円減少の28,639百万円となりました。これは主に、未払法人税等が685百万円、仕入債務

が622百万円、短期借入金が305百万円それぞれ減少したこと等によるものであります。

固定負債は、1,153百万円減少の16,623百万円となりました。これは主に、長期借入金が1,195百万円減少したこ

と等によるものであります。

純資産は、157百万円増加の27,020百万円となりました。これは主に、利益剰余金が134百万円減少した一方で、

その他有価証券評価差額金が202百万円、為替換算調整勘定が81百万円、退職給付に係る調整累計額が8百万円それ

ぞれ増加したこと等によるものであります。
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以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末の35.8％から1.6ポイント上昇

し、37.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

世界経済は、インフレの進行による金融引き締め政策や中国における景気減速など先行きに対する不透明感が増

す状況となっております。

当社グループにおきましても、主要取引先である自動車関連産業における不正問題、中国の景気低迷の長期化、

中国市場での中国現地メーカーEVの急速な普及に伴う日本車の販売不振など、今後の業績に大きな影響を与える事

項について慎重な見方が必要であり、適宜 新情報による将来予想の更新に努めております。

2025年３月期の業績予想及び配当予想につきましては、現時点では2024年５月13日に公表いたしました予想から

変更はありませんが、今後業績予想に修正の必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,040 9,791

受取手形及び売掛金 8,406 7,158

電子記録債権 7,095 7,938

商品及び製品 7,300 7,006

仕掛品 5,220 5,305

原材料及び貯蔵品 2,030 2,067

その他 458 408

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 42,551 39,675

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,464 3,407

機械装置及び運搬具（純額） 10,320 10,141

土地 13,792 13,792

その他（純額） 687 727

有形固定資産合計 28,264 28,069

無形固定資産 120 122

投資その他の資産

投資有価証券 3,002 3,295

その他 1,179 1,154

貸倒引当金 △33 △33

投資その他の資産合計 4,148 4,417

固定資産合計 32,533 32,608

資産合計 75,085 72,283

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2024年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2024年６月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,152 9,527

電子記録債務 4,205 4,208

短期借入金 12,412 12,107

未払法人税等 784 98

賞与引当金 300 99

製品保証引当金 52 67

その他 2,536 2,531

流動負債合計 30,444 28,639

固定負債

長期借入金 11,710 10,515

再評価に係る繰延税金負債 3,041 3,041

退職給付に係る負債 2,593 2,598

環境対策引当金 43 42

その他 388 426

固定負債合計 17,777 16,623

負債合計 48,222 45,263

純資産の部

株主資本

資本金 6,857 6,857

資本剰余金 986 986

利益剰余金 11,128 10,993

自己株式 △10 △10

株主資本合計 18,961 18,826

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,424 1,627

土地再評価差額金 6,077 6,077

為替換算調整勘定 651 732

退職給付に係る調整累計額 △251 △243

その他の包括利益累計額合計 7,901 8,193

純資産合計 26,863 27,020

負債純資産合計 75,085 72,283

- 5 -

日本金属㈱ (5491)
2025年３月期　第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

　　至　2024年６月30日）

売上高 12,127 13,022

売上原価 11,001 11,869

売上総利益 1,126 1,153

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 245 255

役員報酬及び給料手当 583 585

賞与引当金繰入額 29 24

退職給付費用 38 40

減価償却費 45 42

その他 346 361

販売費及び一般管理費合計 1,290 1,310

営業損失（△） △163 △156

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 39 44

受取賃貸料 9 8

為替差益 - 27

スクラップ売却収入 9 9

その他 6 39

営業外収益合計 64 130

営業外費用

支払利息 50 55

為替差損 5 -

その他 7 12

営業外費用合計 64 68

経常損失（△） △162 △95

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 104 0

特別利益合計 104 0

特別損失

固定資産除却損 12 7

特別損失合計 12 7

税金等調整前四半期純損失（△） △71 △101

法人税、住民税及び事業税 69 60

法人税等調整額 △21 △27

法人税等合計 48 33

四半期純損失（△） △119 △134

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △119 △134

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

　　至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

　　至　2024年６月30日）

四半期純損失（△） △119 △134

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 150 202

為替換算調整勘定 76 81

退職給付に係る調整額 7 8

その他の包括利益合計 235 291

四半期包括利益 115 157

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 115 157

非支配株主に係る四半期包括利益 - -

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

減価償却費 453百万円 422百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

みがき帯鋼 加工品

売上高

外部顧客への売上高 9,604 2,522 12,127 － 12,127

セグメント間の

内部売上高又は振替高
357 1 358 △358 －

計 9,962 2,524 12,486 △358 12,127

セグメント利益又は

損失（△）
△17 148 131 △294 △163

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

みがき帯鋼 加工品

売上高

外部顧客への売上高 10,528 2,494 13,022 － 13,022

セグメント間の

内部売上高又は振替高
362 0 362 △362 －

計 10,890 2,495 13,385 △362 13,022

セグメント利益 91 34 126 △283 △156

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△294百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△283百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月７日

日本金属株式会社

取締役会　御中

三優監査法人

 東京事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 河　 合　 秀　 敏

指定社員
業務執行社員

公認会計士 高　 島　 知　 治

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている日本金属株式会社の2024年４月１日から2025年３月31

日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期

間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、職

- 10 -

日本金属㈱ (5491)
2025年３月期　第１四半期決算短信



（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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